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平成１６年４月１日海洋大規第１９２号 
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改正 平成２０年２月１４日海洋大規第２５０－７号 

改正 平成２１年３月１３日海洋大規第１４号 

改正 平成２２年２月１０日海洋大規第２３号 

改正 平成２４年３月２７日海洋大規第３５号 

改正 平成２５年２月１４日海洋大規第８号 

改正 平成２６年３月２０日海洋大規第６２号 

改正 平成２６年４月１０日海洋大規第６３号 

改正 平成２６年５月８日海洋大規第６４号 

改正 平成２７年３月９日海洋大規第８７号 

改正 平成２７年３月２０日海洋大規第８８号 

改正 平成２７年３月２０日海洋大規第８８号 

改正 平成２７年１１月１２日海洋大規第１０１号 

改正 平成２８年２月１２日海洋大規第１２８号 

改正 平成２８年３月１０日海洋大規第１３４号 

改正 平成２８年３月２２日海洋大規第１３５号 

改正 平成２９年２月２８日海洋大規第４８号 

改正 平成３１年３月６日海洋大規第１５号 

   改正 令和２年２月１３日海洋大規第５号 

   改正 令和３年２月１２日海洋大規第１４号 

  

第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 東京海洋大学学則（以下「学則」という。）第３１条及び第３２条の規定に基づく東京海洋大学海洋工学部（以下「本

学部」という。）における授業科目の区分，履修方法及び単位の修得その他必要な事項については，この規則の定めるとこ

ろによる。 

   第２章 教育課程 

 （授業科目の区分） 

第２条 授業科目は，総合科目，基礎教育科目，専門科目及び教職に関する科目に区分する。 

 （単位） 

第３条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，次

の基準により計算する。 

 一 講義については，１５時間をもって１単位とする。 

 二 演習については，３０時間をもって１単位とする。 

 三 実験，実習及び実技については，４５時間をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，卒業研究については，これに必要な学修等を考慮して，単位数を定めることができる。 

 （コースの所属） 

第４条 海洋電子機械工学科の第３年次または第４年次の学生は，当該学科に置かれる次のコースに所属するものとする。 

   機関システム工学コース 

   制御システム工学コース 

２ コースの所属に関し必要な事項は，別に定める。 

（商船教員養成コース） 

第４条の２ 海洋電子機械工学科に商船教員養成コースを置く。 

 （卒業の要件） 



  

第５条 本学部を卒業するためには，次表に掲げる授業科目の区分ごとに定める単位を修得しなければならない。ただし，授

業科目の区分及び履修単位の詳細は，別表１の定めによるものとする。 

 

 学科及びコース 

 

 

授業科目の区分 

海事システム 

工学科 

海洋電子機械工学科 

流通情報 

工学科 
機関システム 制御システム 

工学コース 
工学コース 商船教員養成コース 

総 
合 
科 

目 

共通導入科目 必修 ８ ８ ８ ８ ８ 

文化学系 選択 ４ ４ ４ ４ ４ 

哲学・科学論系 選択 ４ ４ ４ ４ ４ 

社会科学系 
必修 － － ２ － － 

選択 ４ ４ ２ ４ ４ 

健康・スポーツ系 必修 ２ ２ ２ ２ ２ 

外国語系 

必修 ４ ４ ４ ４ ４ 

選必 ３ ３ ３ ３ ３ 

選択 ２ ２ ２ ２ ２ 

自由選択 ４ ４ ２ ４ ４ 

基礎 
教育 

科目 

学部共通科目 
必修 １４ １４ １４ １４ １２ 

選択 ７ ７ ７ ７ ９ 

専門 

科目 

必修科目 ４８ ５０ ７７ ５１ ３９ 

選択必修科目 － － １６ － － 

選択科目 ２６ ２４ １０ ２３ ３５ 

卒業に必要な単位数 １３０ １３０ １５７ １３０ １３０ 

 

 （早期卒業の要件） 

第６条 卒業の要件として定める単位を優秀な成績で修得した学生については，学則第４２条第２項の規定により，３年以上

の在学で卒業を認めることができる。 

２ 早期卒業に関し必要な事項は，別に定める。 

   第３章 授業科目及び履修方法 

 （授業科目及び単位数） 

第７条 授業科目，単位数及び毎週授業時間数は，別表１のとおりとする。 

 （履修方法） 

第８条 学生は，別表１に定める開講年次に従い，履修するものとする。 

 （履修科目の登録） 

第９条 学生は，所定の期間内に，その学年において履修しようとする授業科目を所定の方法により登録し，その内容を確認

しなければならない。 

２ 前項の登録内容に不備がある場合は，所定の期間内に所定の方法で修正しなければならない。 

３ 止むを得ない理由により，前項の期間終了後に履修登録内容を修正する場合については，別に定める。 

 （履修登録単位数の上限） 

第１０条 当該年度中に履修登録できる単位数は，６０単位を超えてはならない。 

２ 前学期又は後学期において，履修登録確認後においてもなおかつ前項の上限を超えている場合には，当該学期の全授業科

目の履修登録を無効とする。 

３ 別表１及び別表２に規定する集中授業（特定期間に集中して行う授業をいう。）は，前２項に定める単位数に算入しない。 

４ 第 1項の規定にかかわらず，２年次以降で前年度までの成績評価において，Grade Point Avarage（以下、「GPA」という。）

が３.５以上であり，かつ，前年度までに開講される必修科目を全て修得している場合については，当該年度の履修登録単

位数の上限を超えて８単位まで履修登録することができる。なお，GPAの取り扱いについては別に定める。 

（他コース，他学科及び他学部の授業科目の履修） 

第１１条 学生は，他学科及び他学部の授業科目を履修することができるものとし，海洋電子機械工学科の学生については，



  

これにあわせて同学科の他コースの授業科目を履修することができる（各学科が別に定める，所属している学科・コースの

学生のみが履修できる授業科目を除くものとする。）。なお，海事システム工学科の学生は，これらの単位を修得しても卒業

に必要な単位数に算入しない。 

２ 他学部の授業科目の履修を希望する学生は，「他学部の授業科目の履修願」に希望する授業科目の担当教員の署名又は押

印を得て，履修科目の登録期間内に越中島地区事務室に提出しなければならない。 

３ 第１項に定める他学部の授業科目で，同学部において卒業に必要な単位数に含まない授業科目は，卒業に必要な単位数に

算入しない。 

 （先行履修） 

第１１条の２ 第４年次の学生は，第２０条に定める卒業研究の指導教員が教育上有益であり修学に支障がないと認め，かつ

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科博士前期課程（以下「大学院」という。）の授業科目の担当教員が履修可能と認め

た場合，６単位を限度として当該授業科目を先行して履修（以下「先行履修」という。）することができる。 

２ 先行履修を希望する学生は，「先行履修許可願」に卒業研究の指導教員及び希望する大学院の授業科目の担当教員の署名

又は押印を得て，履修科目の登録期間内に越中島地区事務室に提出しなければならない。 

３ 先行履修により修得した単位は，卒業に必要な単位数に算入しない。 

 （外国人留学生等の履修方法の特例） 

第１２条 学則第４７条に規定する外国人留学生及び外国において相当の期間，中等教育を受けた学生の教育に必要があると

認められる場合の履修方法の特例については，別に定める。 

 （編入学生の履修方法の特例） 

第１２条の２ 学則第２７条及び東京海洋大学海洋工学部編入学規則により編入学した学生の履修方法の特例については，別

に定める。 

   第４章 試験，成績評価及び単位の授与等 

 （定期試験） 

第１３条 定期試験は，授業科目ごとに，当該授業が終了した学期の終わりに期日を定めて行う。ただし，定期試験以外の試

験をもってこれに代えることができる。 

２ 学生は，履修登録を行った授業科目に限り，定期試験を受けることができる。 

３ 学生は，履修登録を行った授業科目の出席時数が全授業時数の３分の２に満たない場合は，当該科目の定期試験を受ける

ことができない。ただし，東京海洋大学海洋工学部における再履修方法の特例に関する取扱要領又は東京海洋大学海洋工学

部における編入学生の履修方法の特例に関する取扱要領による場合にあっては，この限りでない。 

 （追試験） 

第１４条 疾病その他やむを得ない事由で定期試験を受けられなかった学生は，授業担当教員の承諾を得た場合に限り，追試

験を受けることができる。 

２ 追試験を受けようとする学生は，当該学期の定期試験の終了後速やかに，追試験願にその事由を証明する診断書等を添え

て，授業担当教員の承諾を得たうえで越中島地区事務室に提出しなければならない。 

３ 追試験の実施日は，授業担当教員が指定する。 

 （追加合格制度） 

第１４条の２ 第１３条に規定する定期試験に合格しなかった学生に対し，追加合格制度を適用することがある。 

２ 追加合格制度について必要な事項は，別に定める。 

 （成績の評価） 

第１５条 成績の評価は，平常の学業成績及び定期試験等の成績を総合して行うものとする。 

 （成績の評価基準） 

第１６条 成績の評価基準は，次のとおりとする。 

成績評価 評価点 

合格 

優 １００～８０点 

良  ７９～７０点 

可  ６９～６０点 

不合格 不可  ５９～ ０点 

 （注）評価点は，１００点を満点とした点数である。 



  

 （単位の授与） 

第１７条 成績評価の結果，合格の評価を得た学生に対しては，所定の単位を授与する。 

２ 前項の規定にかかわらず，学則第５４条第３号又は第４号の規定に基づき除籍となった学生に対しては，入学料納付期日

の属する学期又は授業料未納学期における単位を授与しない。 

 （再履修） 

第１８条 不合格となった授業科目の単位を修得するためには，その授業科目を再履修しなければならない。なお，再履修科

目が他の履修科目と曜日・時限が重複することはできない。ただし，東京海洋大学海洋工学部における再履修方法の特例に

関する取扱要領又は東京海洋大学海洋工学部における編入学生の履修方法の特例に関する取扱要領による場合にあっては，

この限りでない。 

   第５章 進級の要件及び卒業研究 

 （進級の要件） 

第１９条 次の各号に掲げる年次への進級の要件は，当該各号に定めるとおりとする。 

一 第２年次 第１年次の末までに修得した授業科目の単位数の合計が２０単位以上あること。 

二 第３年次 第２年次の末までに修得した授業科目の単位数の合計が６５単位以上あり，かつ次の授業科目の単位を全て

修得していること。 

「Basic EnglishⅠ」 

「Basic EnglishⅡ」 

「Practical EnglishⅠ」 

「微分積分Ⅰ」 

「線形代数Ⅰ」 

「物理学」 

ただし，海事システム工学科の学生は，次の区分の修得単位数の内，卒業に必要な単位数の合計が６５単位以上あること。 

総合科目及び基礎教育科目の修得単位数 

専門科目中の必修科目の修得単位数 

専門科目中の選択科目の修得単位数の内，基盤数理系から修得した４単位を限度とした修得単位数及び船舶管理系又は海

事工学系から修得した２２単位を限度とした修得単位数を加えた単位数。なお，船舶管理系又は海事工学系から修得した

単位数が同数の場合は，海事工学系の単位数を卒業に必要な単位数に算入し，同数でない場合は，修得した単位数が多い

系の単位数を卒業に必要な単位数に算入する。 

三 第４年次 本学に３年（第３年次に編入学した学生については１年， 第２年次に編入学した学生については２年， 再

入学した学生については学則第２０条に定める修業年限から入学年次を控除した数の年数）以上在学（休学期間及び東京

海洋大学学生懲戒規則第２条２号の規定により修業年限に算入しない停学期間を除く。）し，かつ第３年次の末までに修

得した授業科目の単位数の合計が１１０単位以上あり，かつ，「GLI演習Ⅰ」または「GLI演習Ⅱ」を修得すること。ただ

し，海事システム工学科の学生は，次の区分の修得単位数の内，卒業に必要な単位数の合計が１１０単位以上あること。 

  総合科目及び基礎教育科目の修得単位数 

  専門科目中の必修科目の修得単位数 

  専門科目中の選択科目の修得単位数の内，基盤数理系から修得した４単位を限度とした修得単位数及び船舶管理系又は

海事工学系から修得した２２単位を限度とした修得単位数を加えた単位数。なお，船舶管理系又は海事工学系から修得

した単位数が同数の場合は，海事工学系の単位数を卒業に必要な単位数に算入し，同数でない場合は，修得した単位数

が多い系の単位数を卒業に必要な単位数に算入する。 

２ 前項各号に規定する進級の要件となる単位数には，第５条に規定する授業科目の区分ごとに定められた単位数を超えて修

得した単位は，算入しない。 

３ 第１項各号に規定する進級の要件に満たない学生であって，第１４条第１項の規定による追試験の結果により進級の要件

を満たすことができるものについては，教授会の議を経て，当該年次への進級を認めることができる。 

 （卒業研究） 

第２０条 卒業研究を履修する学生は，所属する学科の教授，准教授，専任講師及び助教の中から当該教員の許可を得た上で

指導教員を選び，その指導を受けるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，所属する学科の長の承認を得た場合は，当該学科以外の教員を指導教員に選び，その指導を受

けることができる。 

３ 卒業研究は，第１９条第１項第三号の規定に定める第４年次への進級の要件を満たさない学生は，履修することができな

い。 



  

４ 卒業研究を履修する学生は，第１項又は第２項に定める指導教員の許可を得た後，「卒業研究履修申請書」を第４年次前

学期の履修登録期間内に越中島地区事務室に提出しなければならない。 

 （卒業論文及びゼミナール） 

第２１条 学生は，前条に定める卒業研究の成果を，卒業論文として取りまとめるものとする。 

２ 学生は，卒業論文の題目及び研究計画を決定し，第４年次の授業開始日から１ヶ月以内に前条に定める指導教員に提出し

なければならない。 

３ 学生は，完成した卒業論文を第４年次の１月末日までに越中島地区事務室に提出しなければならない。 

４ 各学科が定めるゼミナールの単位には，別に定める研究者倫理教育の学修を修了するすることを含むものとする。 

   第６章 免許の取得に関する科目 

 （教育職員の免許取得に関する授業科目） 

第２２条 学則第３７条の規定に基づく，教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする学生の修得しなければならない授

業科目，単位及び毎週授業時間数は，別表２に定めるとおりとする。ただし，同表に掲げる授業科目のうち，教職に関する

科目は，卒業に必要な単位数に算入しない。 

 （船舶職員養成施設の種類及び授業科目） 

第２３条 学則第３８条の規定に基づく，船舶職員養成施設の種類及び同施設の修了資格を取得しようとする学生の修得しな

ければならない授業科目，単位数及び毎週授業時間数は，別表３に定めるとおりとする。 

 （海技免許講習の課程の種類及び授業科目） 

第２４条 学則第３９条の規定に基づく，海技免許講習の課程の種類及び同講習の課程の修了資格を取得しようとする学生の

修得しなければならない授業科目は，別表４に定めるとおりとする。 

（ＥＣＤＩＳ講習の課程の授業科目） 

第２５条 船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則（昭和２６年運輸省令第９１号）第４条の４に定める電子海図情報表示装

置（ＥＣＤＩＳ）講習の課程の修了資格を取得しようとする学生の修得しなければならない授業科目，単位数及び毎週授業

時間数は，別表９に定めるとおりとする。 

 （第一級海上特殊無線技士の授業科目） 

第２６条 学則第４１条の規定に基づく，第一級海上特殊無線技士の資格を取得しようとする学生の修得しなければならない

授業科目，単位数及び毎週授業時間数は，別表６に定めるとおりとする。 

 （グローバル・リーダーシップ・イニシアティブ（GLI）認定コースの授業科目） 

第２７条 グローバル・リーダーシップ・イニシアティブ（GLI）認定コースの修了資格を取得しようとする学生の修得しな

ければならない授業科目，単位数及び毎週授業時間数は，別表８に定めるとおりとする。 

 

   附 則 

 この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年海洋大規第２５０号） 

 この規則は，平成１７年２月１０日から施行し，平成１６年度入学者から適用する。ただし，第１４条の２の規定は，平成

１７年４月１日から適用する。 

   附 則（平成１８年海洋大規第２５０－２号） 

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行し，平成１６年度入学者から適用する。 

２ 平成１６年度及び平成１７年度入学者に係る別表１の２，３（２）及び３（３），別表２の２（４）及び２（５）並びに

別表７については，附則別表のとおりとし，第５条に規定する卒業の要件を読み替えて適用するものとする。 

３ この規則の施行日前に学生が履修した授業科目については，改正後の別表に定める授業科目を履修したものとみなす。 

   附 則（平成１８年海洋大規第２５０－３号） 

 この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年海洋大規第２５０－４号） 

 この規則は，平成１９年３月１４日から施行し，平成１６年度入学者から適用する。 

   附 則（平成１９年海洋大規第２５０－５号） 

１ この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年３月３１日に在学する学生については，改正後の別表１の３（１）及び（２）並びに別表２の２（１）及び（３）

の「海運政策論」の項を除き，なお従前の例による。 



  

   附 則（平成１９年海洋大規第２５０－６号） 

 この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年海洋大規第２５０－７号） 

 この規則は，平成２０年４月１日から施行する。ただし，別表１の３（１）及び（２）に「舶用工業実務論」の項を追加す

る改正は，平成１６年度入学者から適用し，別表１の３（３）及び別表２の２（５）に「港湾ロジスティクス工学」の項を追

加する改正，並びに別表２の２（２）及び（５）から「海事情報ネットワーク」の項を削除する改正は，平成１８年度入学者

から適用する。 

   附 則（平成２１年海洋大規第１４号） 

１ この規則は，平成２１年４月１日から施行する。ただし，第２０条の改正規定は，平成２１年３月３１日から施行し，平

成１９年４月１日から適用する。 

２ 平成２１年３月３１日に在学する学生については，改正後の第１１条の２，改正後の第２０条，別表１の３（１）及び（２）

に「国際輸送実務論」の項を追加する改正，別表１の３（３）に「国際輸送実務論」及び「舶用工業実務論」の項を追加す

る改正並びに別表３から「当分の間，」を削る改正を除き，なお従前の例による。 

   附 則（平成２２年海洋大規第２３号） 

１ この規則は，平成２２年４月１日から施行する。ただし，別表２の１の「総合演習」の項を削り，「教職実践演習（高等

学校）」の項を追加する改正は，平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年３月３１日に在学する学生については，第９条に第３項を追加する改正，第１７条に第２項を追加する改正，

第２０条に第６項を追加する改正，第２１条第２項を改める改正，第２２条の見出しを改める改正，第２４条を改める改正，

別表１の１の備考の欄及び履修単位の項を改める改正，別表１の１の３の履修単位の項になお書きを追加する改正，別表１

の３の（２）の「船舶実験（汐路丸）」の項を改め，※を削る改正，別表２の１の注４を追加する改正，同表２の２（２），

（４）及び（５）の備考の欄を改める改正，別表４中海技免許講習の種類を海技免許講習の課程の種類に改め，※を削り注

１及び注２を追加する改正，並びに別表６に注を追加する改正を除き，なお従前の例による。 

３ 附則第２項中，第１７条に第２項を追加する改正は，平成１７年４月１日から，別表１の１及び同表１の３の履修単位の

項になお書きを追加する改正，別表２の１に注４を追加する改正，別表４中※を削り注１及び注２を追加する改正，並びに

別表６に注を追加する改正は，平成１６年度入学者から適用する。 

附 則（平成２４年海洋大規第３５号） 

１ この規則は，平成２４年４月１日から施行する。ただし，別表２の改正は，平成２３年４月１日から適用する。 

２ 平成２４年３月３１日に在学する学生については，別表２の改正を除き，なお従前の例による。 

附 則（平成２５年海洋大規第８号） 

１ この規則は，平成２５年４月１日から施行する。ただし，別表１の２に※５を追加する改正は，平成２４年度入学者から

適用し，別表１の３（１），（２）及び（３）中「国際輸送実務論」の項を削る改正は，平成２８年度入学者から適用する。 

２ 平成２５年３月３１日に在学する学生については，別表１の２に※５を追加する改正を除き，なお従前の例による。 

附 則（平成２６年海洋大規第６２号） 

１ この規則は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年３月３１日に在学する学生及び施行日から平成２８年３月３１日までの間に海洋工学部３年次に編入学する

学生については，改正後の第２８条及び別表８を除き，なお従前の例による。 

附 則（平成２６年海洋大規第６３号） 

１ この規則は，平成２６年４月１０日から施行し，平成２６年４月１日から適用する。 

２ 平成２６年３月３１日に在学する学生及び適用日から平成２８年３月３１日までの間に海洋工学部３年次に編入学する

学生については，なお従前の例による。 

附 則（平成２６年海洋大規第６４号） 

 この規則は，平成２６年５月８日から施行し，平成２６年４月１日から適用する。 

附 則（平成２７年海洋大規第８７号） 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日に在学する学生については,なお従前の例による。ただし，次の各号に掲げる改正規定は，当該各

号に定めるとおり適用する。 

一 第１９条第１項第３号及び第２０条第３項の改正規定  平成２４年度入学者から適用 

二 第２５条の改正規定及び別表９を追加する改正  平成２６年４月１日に在学する学生から適用 

三 別表１の３（２）中「電気機器学」の項の改正，「海運経済論」の項の改正，同表（３）中「海事情報システム」の項



  

を削る改正，別表２の２（２）中「海運経済論」の項の改正及び同表（４）中「海事情報システム」の項を削る改正 平

成２７年３月３１日に在学する学生から適用 

四 別表２の２（４）中「最適化数学」，「確率論」，「数値解析」，「ラプラス・フーリエ解析」及び「複素解析」の項を追加

する改正 平成２６年度入学者から適用 

３ 前項第２号に定める別表９の適用において，平成２６年４月１日に在学する学生については，「海事システム工学実験演

習Ⅴ」の項を「海事システム工学実験演習Ⅰ」及び「海事システム工学実験演習Ⅱ」と読み替える。 

附 則（平成２７年海洋大規第８８号） 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ ただし，次の各号に掲げる改正規定は，当該各号に定めるとおり適用する。 

一 別表１の３（２）中「国際法」の項の改正，「デジタル情報処理」の項の改正，「知的財産概論」，「海運政策論」及び「海

事情報処理」の項を削る改正，同表（３）中「海事情報処理」及び「知的財産概論」の項を削る改正，同表（４）中「国

際法」の項の改正，「デジタル情報処理」の項の改正，「知的財産概論」，「海運政策論」及び「海事情報処理」の項を削る

改正，別表２の２（２）中「海運政策論」の項を削る改正，同表（３）中「デジタル情報処理」の項の改正及び「海事情

報処理」及び「知的財産概論」の項を削る改正，同表（４）中「海事情報処理」及び「知的財産概論」の項を削る改正並

びに同表（５）中「海運政策論」の項を削る改正 平成２７年３月３１日に在学する学生から適用 

二 別表１の３（３）中「損害賠償法」の項を追加する改正，別表２の２（３）中「ラプラス・フーリエ解析」，「確率論」，

「最適化数学」，「複素解析」及び「数値解析」の項を追加する改正 平成２６年度入学者から適用 

 

附 則（平成２７年海洋大規第１０１号） 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ ただし，次の各号に掲げる改正規定は，当該各号に定めるとおり適用する。 

一 別表１の３（２）中「知的財産概論」，「海運政策論」及び「海事情報処理」を追加する改正， 

          同表（３）中「海事情報処理」及び「知的財産概論」を追加する改正， 

別表２の２（２）中「海運政策論」を追加する改正， 

        同表（３）中「知的財産概論」及び「海事情報処理」を追加する改正， 

        同表（４）中「海事情報処理」及び「知的財産概論」を追加する改正 

  平成 26年３月３１日に在学する学生のみ適用 

 

二 別表１の３（３）中「海事情報システム」を追加する改正， 

  別表２の２（４）中「海事情報システム」を追加する改正        

  平成 27年３月 31日に在学する学生のみ適用  

 

附 則（平成２７年海洋大規第１２８号） 

１ この規則は，平成 28年４月１日から施行する。 

２ 平成 28年３月 31日に在学する学生については,なお従前の例による。ただし，次の各号に掲げる改正規定は，当該各号

に定めるとおり適用する。 

一 第４条第１項の改正規定  平成 28年３月 31日に在学する学生から適用 

二 別表１の３(３)中「オペレーティングシステム論」の項を削る改正，別表２の２(２)中「機関システム工学入門」の項を

追加する改正，同表(３)中「計算機科学」の項を追加する改正，同表(４)中「計算機科学」の項を追加する改正，「オペレ

ーティングシステム論」の項を削る改正及び同表(５)中「機関システム工学入門」の項を追加する改正 平成 28 年度入学

者から適用 

三 別表１の１(１)中「文学」の項の改正，同表(２)中「文学」の項の改正及び別表１の３(３)中「安全工学」の項の改正 平

成 26年度入学者から適用 

 

附 則（平成２８年海洋大規第１３４号） 

この規則は，平成 28年 4月 1日から施行する。ただし，別表３に科目を追加する改正は，平成 26年度入学者から適用する。 

 

附 則（平成２８年海洋大規第１３５号） 

この規則は，平成 28年 4月 1日から施行し，平成 26年度入学者から適用する。 

 

附 則（平成２９年海洋大規第４８号） 



  

１ この規則は，平成29年４月１日から施行する。 

２ 平成 29 年３月 31 日に在学する学生並びに施行日から平成 30 年 3 月 31 日までの間に 2 年次に編入学する学生及

び平成 31 年 3 月 31 日までの間に 3 年次に編入学する学生については，なお従前の例による。ただし，次の各号に掲

げる改正規定は，当該各号に定めるとおり適用する。 

 

一 第１１条の改正規定，別表１の２（１）及び（２）中履修単位の欄に「ただし，原則として当該年度前学期に履修

した２年次学生が履修することができる」を追加する改正, ３（１）中「短期学外実習(海外)」及び「長期学外実習(海

外)」の項を追加する改正，同表（２）中「短期学外実習(海外)」，「長期学外実習(海外)」及び「機関実務実習」の項を

追加する改正並びに「学外実習」の項の改正並びに履修単位の欄に「＊注 「海洋開発環境エネルギー概論」及び「機

関実務実習」は，卒業要件に含めない。」中の「機関実務実習」を追加する改正，同表（３）中「短期学外実習(海外)」

及び「長期学外実習(海外)」の項を追加する改正並びに「学外実習」の項の改正，同表（４）中「短期学外実習(海外)」，

「長期学外実習(海外)」及び「機関実務実習」の項を追加する改正並びに「学外実習」の項の改正並びに履修単位の欄

に「＊注 「海洋開発環境エネルギー概論」及び「機関実務実習」は，卒業要件に含めない。」中の「機関実務実習」

を追加する改正, 別表２ ２（２）中「機関実務実習」の項を追加する改正，同表（５）中「機関実務実習」の項を追

加する改正, 別表４（２）中「機関実務実習」の項を追加する改正 平成２９年４月１日に在学する学生から適用 

 

二 別表１の３（１）中「海洋開発環境エネルギー概論」の項を追加する改正及び「海事システム工学実験演習Ⅴ」の

項の改正並びに履修単位の欄に「＊注 「海洋開発環境エネルギー概論」及び」を追加する改正, 同表（２）中「海洋

開発環境エネルギー概論」の項を追加する改正並びに履修単位の欄に「＊注 「海洋開発環境エネルギー概論」及び「機

関実務実習」は，卒業要件に含めない。」中の「海洋開発環境エネルギー概論」を追加する改正，同表(３)中「海洋開発

環境エネルギー概論」の項を追加する改正並びに履修単位の欄に「＊注 海洋開発環境エネルギー概論」は, 卒業要件

に含めない。」を追加する改正, 別表４（１）中「海事システム工学実験演習Ⅴ」の項の改正  平成26年度入学者から

適用 

 

三 別表１の３（４）中「海洋開発環境エネルギー概論」の項を追加する改正並びに履修単位の欄に「＊注 「海洋開

発環境エネルギー概論」及び「機関実務実習」は，卒業要件に含めない。」中の「海洋開発環境エネルギー概論」を追

加する改正 平成28年度入学者から適用 

 

附 則（平成31年海洋大規第15号） 

１ この規則は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成 31 年３月 31 日に在学する学生並びに施行日から平成 32 年 3 月 31 日までの間に 2 年次に編入学する学生及

び平成33 年3 月31日までの間に3年次に編入学する学生については，なお従前の例による。 

 

附 則（令和２年海洋大規第５号） 

１ この規則は，令和２年２月１３日から施行し，令和２年度入学者から適用する。 

２ ただし，次の各号に掲げる改正規定は，当該各号に定めるとおり適用する。 

 

一 別表８の必修科目（２）中「短期学外実習(海外)」及び「長期学外実習(海外)」の項を追加する改正，同表選択科

目（２）中「海洋開発環境エネルギー概論」，「学外実習」，「短期学外実習(海外)」及び「長期学外実習(海外)」の項を

追加する改正 平成３１年３月３１日に在学する学生から適用 

 

二 別表８の必修科目（２）中「短期学外実習Ⅰ(海外)」，「短期学外実習Ⅱ(海外)」，「長期学外実習Ⅰ(海外)」及び「長

期学外実習Ⅱ(海外)」の項を追加する改正，同表選択科目（１）中「Interactive English Ⅲ」及び「Interactive English 

Ⅳ」の項を追加する改正，同表選択科目（２）中「短期学外実習Ⅰ(海外)」，「短期学外実習Ⅱ(海外)」，「長期学外実習

Ⅰ(海外)」及び「長期学外実習Ⅱ(海外)」の項を追加する改正 平成３１年度入学者から適用 

 

附 則（令和３年海洋大規第１４号） 

１ この規則は，令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和３年３月３１日に在学する学生並びに施行日から令和４年３月３１日までの間に２年次及び３年次に編入学

する学生並びに令和５年３月３１日までの間に３年次に編入学する学生については，第１０条第４項の改正を除き，な

お従前の例による。 



  

 

（別表１） 

   授業科目及び単位数 

 １ 総合科目 

（１）海事システム工学科・海洋電子機械工学科（商船教員養成コース以外）・流通情報工学科 

授 業 科 目 
単位数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備   考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 

共通導入科目 

フレッシュマンセミナー １   集        

 

海洋生命科学概論 １  １        

海洋工学概論 １  １        

海洋資源環境学概論 １  １        

情報リテラシー ２  ２        

日本語表現法 ２   ２       

文化学系  

文化人類学  ２   ２      

４単位以上 

民族誌  ２    ２     

文学  ２     ２    

歴史学  ２      ２   

水中考古学  ２     ２    

哲学・科学論系  

哲学  ２ ２        

４単位以上 

論理学  ２   ２      

倫理学  ２      ２   

心理学  ２  ２       

科学論  ２    ２     

社会科学系  

経済学  ２  ２       

４単位以上 

民法  ２   ２      

日本国憲法  ２  ２       

国際政治学  ２    ２     

社会学  ２     ２    

健康・スポーツ系  

スポーツⅠ １  ２        

２単位以上 

スポーツⅡ １   ２       

健康科学  ２  ２       

生涯スポーツⅠ  １   集      

生涯スポーツⅡ  １    集     



  

 

授 業 科 目 
単位数 

毎 週 授 業 時 間 

備   考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 

外国語系  

GLI演習Ⅰ  １   ２      
選択必修 

GLI演習Ⅱ  １    ２     

Basic EnglishⅠ １  ２        ※ 

Basic EnglishⅡ １   ２       ※ 

Practical EnglishⅠ １  ２        ※ 

Practical EnglishⅡ １   ２        

Effective EnglishⅠ  １   ２  ②  ②  

○数字は複数年次開設 

Effective EnglishⅡ  １    ２  ②   

Interactive EnglishⅠ  １   ２  ②  ②  

Interactive EnglishⅡ  １    ２  ②   

Interactive English Ⅲ  １   ２  ②  ②  

Interactive English Ⅳ  １    ２  ②   

Intensive EnglishⅠ  １   ２  ②  ②  

Intensive EnglishⅡ  １    ２  ②   

Intensive EnglishⅢ  １   ２  ②  ②  

Intensive EnglishⅣ  １    ２  ②   

ドイツⅠ  １ ２        

 ドイツⅡ  １  ２       

ドイツⅢ  １   ２      

ドイツⅣ  １    ２     必修４単位 

フランス語Ⅰ  １ ２        選択必修２単位 

フランス語Ⅱ  １  ２       選択２単位 

フランス語Ⅲ  １   ２      を含め合計８単位以上 

フランス語Ⅳ  １    ２     

 

スペイン語Ⅰ  １ ２        

スペイン語Ⅱ  １  ２       

スペイン語Ⅲ  １   ２      

スペイン語Ⅳ  １    ２     

中国語Ⅰ  １ ２        

中国語Ⅱ  １  ２       

中国語Ⅲ  １   ２      

中国語Ⅳ  １    ２     

自 由 選 択  ４単位以上 

履 修 単 位 

 卒業要件３５単位 内訳 必修科目１４単位 選択必修科目３単位 選択科目１８単位 

備 考 １）外国語系の選択必修科目は「GLI演習Ⅰ」「GLI演習Ⅱ」のいずれか一方及び英語以外の１外国語２単位を選択必修。 

    

２）総合科目のうち自由選択については，本学部の総合科目の中から各授業科目区分ごとに定める卒業に必要な単位数を

超えて修得した単位数を自由選択科目として履修したものとみなし，その単位数を自由選択科目の修得単位数とする。

また，他学部の総合科目のうち，本学部と授業科目の名称が異なるものも含めることができる。 

    

３）「Effective EnglishⅠ･Ⅱ」「Interactive EnglishⅠ･Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「Intensive  EnglishⅠ･Ⅱ」は，「Basic English

Ⅰ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」の全ての単位を修得した後に履修することができる。なお，第１２条の適用を受ける

外国人留学生等にあっては，「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」の何れかの単位修得に代えて，別に定

める外国人留学生等に特例として開設する授業科目の単位を修得した後に履修することができる。 

    ※「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」…再履修者を対象とした集中授業を前学期及び後学期に開講する。 



  

（２）海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コース） 

授 業 科 目 
単位数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備   考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 

共通導入科目 

フレッシュマンセミナー １   集        

 

海洋生命科学概論 １  １        

海洋工学概論 １  １        

海洋資源環境学概論 １  １        

情報リテラシー ２  ２        

日本語表現法 ２   ２       

文化学系  

文化人類学  ２   ２      

４単位以上 

民族誌  ２    ２     

文学  ２     ２    

歴史学  ２      ２   

水中考古学  ２     ２    

哲学・科学論系  

哲学  ２ ２        

４単位以上 

論理学  ２   ２      

倫理学  ２      ２   

心理学  ２  ２       

科学論  ２    ２     

社会科学系  

経済学  ２  ２       

日本国憲法を含む 

４単位以上 

民法  ２   ２      

日本国憲法 ２   ２       

国際政治学  ２    ２     

社会学  ２     ２    

健康・スポーツ系  

スポーツⅠ １  ２        

２単位以上 

スポーツⅡ １   ２       

健康科学  ２  ２       

生涯スポーツⅠ  １   集      

生涯スポーツⅡ  １    集     



  

 

授 業 科 目 
単位数 

毎 週 授 業 時 間 

備   考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 

外国語系  

GLI演習Ⅰ  １   ２      
選択必修 

GLI演習Ⅱ  １    ２     

Basic EnglishⅠ １  ２        ※ 

Basic EnglishⅡ １   ２       ※ 

Practical EnglishⅠ １  ２        ※ 

Practical EnglishⅡ １   ２        

Effective EnglishⅠ  １   ２  ②  ②  

○数字は複数年次開設 

Effective EnglishⅡ  １    ２  ②   

Interactive EnglishⅠ  １   ２  ②  ②  

Interactive EnglishⅡ  １    ２  ②   

Interactive English Ⅲ  １   ２  ②  ②  

Interactive English Ⅳ  １    ２  ②   

Intensive EnglishⅠ  １   ２  ②  ②  

Intensive EnglishⅡ  １    ２  ②   

ドイツⅠ  １ ２        

 ドイツⅡ  １  ２       

ドイツⅢ  １   ２      

ドイツⅣ  １    ２     必修４単位 

フランス語Ⅰ  １ ２        選択必修２単位 

フランス語Ⅱ  １  ２       選択２単位 

フランス語Ⅲ  １   ２      を含め合計８単位以上 

フランス語Ⅳ  １    ２     

 

スペイン語Ⅰ  １ ２        

スペイン語Ⅱ  １  ２       

スペイン語Ⅲ  １   ２      

スペイン語Ⅳ  １    ２     

中国語Ⅰ  １ ２        

中国語Ⅱ  １  ２       

中国語Ⅲ  １   ２      

中国語Ⅳ  １    ２     

自 由 選 択  ２単位以上 

履 修 単 位 

 卒業要件３３単位 内訳 必修科目１６単位 選択必修科目３単位 選択科目１４単位 

備 考 １）外国語系の選択必修科目は「GLI演習Ⅰ」「GLI演習Ⅱ」のいずれか一方及び英語以外の１外国語２単位を選択必修。 

    

２）総合科目のうち自由選択については，本学部の総合科目の中から各授業科目区分ごとに定める卒業に必要な単位数を

超えて修得した単位数を自由選択科目として履修したものとみなし，その単位数を自由選択科目の修得単位数とする。

また，他学部の総合科目のうち，本学部と授業科目の名称が異なるものも含めることができる。 

    

３）「Effective EnglishⅠ･Ⅱ」「Interactive EnglishⅠ･Ⅱ」「Intensive  EnglishⅠ･Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」は，「Basic English

Ⅰ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」の全ての単位を修得した後に履修することができる。なお，第１２条の適用を受ける

外国人留学生等にあっては，「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」の何れかの単位修得に代えて，別に定

める外国人留学生等に特例として開設する授業科目の単位を修得した後に履修することができる。 

    ※「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」…再履修者を対象とした集中授業を前学期及び後学期に開講する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 ２ 基礎教育科目 

（１）海事システム工学科・海洋電子機械工学科（商船教員養成コース以外）・流通情報工学科 

授 業 科 目 
単位数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備   考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 

学部共通科目  

微分積分Ⅰ ２  ２        ※５ 

微分積分Ⅱ ２   ２        

線形代数Ⅰ ２  ２        ※５ 

線形代数Ⅱ ２   ２        

物理学 ２  ２         

数学演習  １  ２        

力学  ２  ２       ※２ 

天文学  ２ ２         

物理学実験  １ ３       ※４ 

化学熱力学  ２ ２         

統計学  ２ ２         

計算機科学  ２ ２         

情報処理基礎論  ２  ２       ※１ ※３ 

航海システム概論  ２ ２        ※１ 

電子機械工学入門  ２ ２        ※２ 

基礎ゼミナール  １ 集        

常微分方程式  ２   ２       

電磁気学  ２   ２       

物質科学  ２   ２       

化学実験  １    ３      

契約法  ２    ２      

履 修 単 位 

 卒業要件２１単位 内訳 

  海事システム工学科 必修科目１４単位 選択科目７単位 

  海洋電子機械工学科 必修科目１４単位 選択科目７単位 

  流通情報工学科   必修科目１２単位 選択科目９単位 

※１ 「情報処理基礎論」「航海システム概論」…海事システム工学科は必修 

※２ 「力学」「電子機械工学入門」…海洋電子機械工学科は必修 

※３ 「情報処理基礎論」…流通情報工学科は必修 

※４ 「物理学実験」…海洋電子機械工学科は前学期，海事システム工学科及び流通情報工学科は後学期に開設 

※５ 「微分積分Ⅰ」「線形代数Ⅰ」…再履修者を対象とした集中講義を２年次後学期に開設。 ただし，原則として当該年度前学期に

履修した２年次学生が履修することができる。 



  

（２）海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コース） 

授 業 科 目 
単位数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備   考 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必修 選択 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 

学部共通科目  

微分積分Ⅰ ２  ２        ※ 

微分積分Ⅱ ２   ２        

線形代数Ⅰ ２  ２        ※ 

線形代数Ⅱ ２   ２        

物理学 ２  ２         

数学演習  １  ２        

力学 ２   ２        

天文学  ２ ２         

物理学実験  １ ３         

化学熱力学  ２ ２         

統計学  ２ ２         

計算機科学  ２ ２         

情報処理基礎論  ２  ２        

航海システム概論  ２ ２         

電子機械工学入門 ２  ２         

基礎ゼミナール  １ 集        

常微分方程式  ２   ２       

電磁気学  ２   ２       

物質科学  ２   ２       

化学実験  １    ３      

契約法  ２    ２      

履 修 単 位 

 卒業要件２１単位 内訳 必修科目１４単位 選択科目７単位 

※ 「微分積分Ⅰ」「線形代数Ⅰ」…再履修者を対象とした集中講義を２年次後学期に開設。ただし，原則として当該年度前学期に履修

した２年次学生が履修することができる。 



  

 ３ 専門科目 

（１）海事システム工学科 

分 野 授 業 科 目 

単 位 数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備  考 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必 

修 

選 

択 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

基礎専門科

目系 

海事システム工学概論 ２   ２         

電気工学 ２   ２        

船舶基礎力学 ２    ２       

電子通信工学 ２    ２       

信号情報処理 ２    ２       

アルゴリズム ２    ２       

大気環境学 ２    ２       

抵抗推進論 ２     ２      

計測工学Ⅰ ２     ２      

航海システムⅠ ２     ２      

運航管理 ２      ２     

船体管理 ２       ２    

 

 

基盤数理系 

ラプラス・フーリエ解析  ２   ２        

最適化数学  ２   ２       

確率論  ２    ２      

振動と波動  ２    ２      

複素解析  ２    ２      

数値解析  ２      ２    

 

 

 

船

舶

管

理

系 

 

船

舶

管

理 

海運経営論  ２   ２        

安全工学  ２    ２      

保険契約法  ２      ２    

損害賠償法  ２     ２     

海運実務論  ２      ２    

海上危機管理論  ２       ２   

海

技

士 

海洋環境学  ２    ２      

国際法  ２    ２      

船舶運航論  ２     ２     

輸送管理  ２      ２    

海商法  ２     ２     

組織管理論  ２     ２     

 

 

 

 

海

事

工

学

系 

 

海

事

工

学 

信頼性工学  ２   ２        

海事情報処理  ２    ２      

通信ネットワーク  ２    ２      

計測工学Ⅱ  ２     ２     

船舶制御  ２      ２    

舶用工業実務論  ２      ２    

 

 

海

技

士 

船体構造論  ２    ２      

浮体運動論  ２      ２    

航海システムⅡ  ２     ２     

航海システムⅢ  ２       ２   

制御工学  ２     ２     

マリナーズファクターと安全運航  ２       ２   

機関システム工学概論  ２       ２   

 



  

実 

験 

・ 

演 

習 

・ 

実 

習 

 

 

実

験

演

習 

海洋開発環境エネルギー概論   ３    集     

キャリア形成論  ２   集       

職業指導（商船）  ２      ２   ※４ 

職業指導（工業）  ２      ２   ※５ 

商船科指導法Ⅰ  ２     ２     ※４ 

商船科指導法Ⅱ  ２      ２    ※４ 

工業科指導法Ⅰ  ２     ２     ※５ 

工業科指導法Ⅱ  ２      ２    ※５ 

海事システム工学実験演習Ⅰ ２      ６      

海事システム工学実験演習Ⅱ ２      ６     

海事システム工学実験演習Ⅲ ２       ６    

海事システム工学実験演習Ⅳ ２       ６    

海事システム工学ゼミナールⅠ １     ２      

海事システム工学ゼミナールⅡ １      ２     

海事システム工学ゼミナールⅢ １       ２    

船舶実験Ⅰ（汐路丸） １    集      

船舶実験Ⅱ（汐路丸）  ２      集    

卒業研究 ５        集 

 

 

実

習 

海洋実習 １  集         

短艇実習 １  1.5 1.5        

学外実習  １     集    

短期学外実習Ⅰ(海外)    １   ○集 集    

短期学外実習Ⅱ(海外)    １   ○集 集    

長期学外実習Ⅰ(海外)   ２   ○集 集    

長期学外実習Ⅱ(海外)   ２   ○集 集    

船舶実習Ⅰ ３  集   集      

 

 

 

 

資格・ 

海技士 

（＊注） 

航海英語Ⅰ  ２     ２     ※１ 

※１ 航海英語Ⅱ  ２      ２    

海事法規  ２     ２      

 海上無線法規  ２       ２   

船舶医学  ２       ２    

Topics in Maritime Linguistics  ２       ２   ※１ 

 

 
国際海事訓練セミナー  １       集   

海技教育技法  ２       ２   

海事システム工学実験演習Ⅴ  ４       12   

船舶実習Ⅱ  ２        集  

船舶実習Ⅲ  ５         集 

 

 

 

 

 

 

履 修 単 位 

海事システム工学科 

 （１）船舶管理系 卒業要件７４単位 

       内訳 必修科目４８単位 選択科目２６単位 

           選択科目内訳  船舶管理系から２２単位 

基盤数理系から４単位 

 （２）海事工学系 卒業要件７４単位 

内訳 必修科目４８単位 選択科目２６単位 

選択科目内訳  海事工学系から２２単位 

基盤数理系から４単位 

  なお，２年次より，上記（１）船舶管理系と（２）海事工学系の２系統の選択科目が開講されるので，２つの系いずれかを 

選択すること。 

 

※１「航海英語Ⅰ・Ⅱ」「Topics in Maritime Linguistics」は,「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ」の全ての単位を修

得した後に履修することができる。なお,第１２条の適用を受ける外国人留学生等にあっては,「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical 

EnglishⅠ」のいずれかの単位修得に代えて,別に定める外国人留学生等に特例として開設する授業科目の単位を修得した後に履修す

ることができる。 

※２ 「海事システム工学実験演習Ⅴ」，「船舶実習Ⅱ」及び「船舶実習Ⅲ」は，以下の履修前提科目を全て修得した後でなければ履修

することができません。 

  【履修前提科目】 

  「船舶基礎力学」「大気環境学」「計測工学Ⅰ」「運航管理」「海商法」 

  「海事法規」「船舶実験Ⅱ（汐路丸）」「船体管理」「航海システムⅢ」「航海英語Ⅱ」 

※３ 実験・演習・実習分野の１３科目（選択科目）及び資格・海技士の１１科目は，卒業要件に含めない。 

※４ 高等学校教諭一種免許状（商船）を取得するためには，「職業指導（商船）」「商船科指導法Ⅰ」「商船科指導法Ⅱ」の単位

を修得すること。 

※５ 高等学校教諭一種免許状（工業）を取得するためには，「職業指導（工業）」「工業科指導法Ⅰ」「工業科指導法Ⅱ」の単位

を修得すること。 



  

（２）海洋電子機械工学科（商船教員養成コース以外） 

分 野 授 業 科 目 

単 位 数 毎 週 授 業 時 間 数 

備  考 

機関シス

テム工学

コース 

制御シス

テム工学

コース 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必 

修 

選 

択 

必 

修 

選 

択 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

機関系 

機関システム工学入門 ２  ２   ２         

ターボ動力工学Ⅰ ２  ２     ２      

ターボ動力工学Ⅱ  ２  ２     ２     

ガスタービン工学  ２  ２      ２    

内燃機関工学Ⅰ ２  ２     ２      

内燃機関工学Ⅱ  ２  ２     ２     

エネルギー工学 ２  ２      ２     

海洋流体工学  ２  ２      ２    

原子力機関工学  ２  ２      ２    

補助機械工学 ２  ２     ２      

冷凍空調工学  ２  ２     ２     

流体機械工学  ２  ２      ２    

電気工学 ２  ２     ２      

電気機器学  ２  ２     ２     

電気推進基礎論  ２  ２       ２   

機関システム管理工学  ２  ２      ２    

機械系 

材料力学 ２  ２    ２        

機械力学 ２  ２     ２      

トライボロジー  ２  ２      ２    

金属材料学 ２  ２    ２       

環境材料学  ２  ２    ２      

工業熱力学 ２  ２    ２       

伝熱工学  ２  ２    ２      

流体工学 ２  ２    ２       

機械設計製図 ２  ２      ３ ３    

機械加工学   ２  ２  ２        

材料物理工学  ２  ２     ２     

計算物理学  ２  ２      ２    

電子・制

御系 

ロボット工学Ⅰ ２  ２      ２      

ロボット工学Ⅱ  ２  ２      ２    

水中機器学  ２  ２       ２   

ソフトウェア工学  ２  ２     ２     

制御工学Ⅰ ２  ２     ２      

制御工学Ⅱ  ２  ２     ２     

応用制御工学  ２  ２      ２    

基礎電子工学 ２  ２    ２       

半導体工学   ２ ２      ２     

電子回路論   ２  ２      ２    

振動と波動  ２  ２    ２      

計測工学  ２  ２     ２     

化学エネルギー変換工学  ２  ２      ２    



  

 

その他Ａ 

船舶工学Ⅰ  ２  ２   ２        

船舶工学Ⅱ  ２  ２    ２      

船舶医学  ２  ２       ２   

機関英語Ⅰ  ２  ２     ２     

機関英語Ⅱ  ２        ２    

海事法概論  ２  ２       ２   

国際法  ２  ２      ２    

海運経営論  ２  ２     ２     

海運実務論  ２  ２      ２    

その他Ｂ 

信号情報処理  ２  ２     ２      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信頼性工学  ２  ２     ２     

ラプラス・フーリエ解析  ２  ２   ２       

確率論  ２  ２    ２      

最適化数学  ２  ２   ２       

複素解析  ２  ２    ２      

データ構造とアルゴリズム  ２  ２   ２       

機械学習  ２  ２     ２     

数値解析  ２  ２      ２    

舶用工業実務論  ２  ２      ２    

海洋開発環境エネルギー概論   ３  ３     集     

実験・実

習等 

電子機械工学実習 ２  ２    ３ ３       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子機械工学実験 ２  ２      ３ ３    

制御システム工学演習   １       集    

材料・機械力学演習 １  １      ２     

熱流体工学演習 １  １       ２    

船舶実験（汐路丸） 
１          集   

  １       集    

電子機械工学ゼミナール １  １       ２    

キャリア形成論  ２  ２   集      

学外実習  １  １   ○集 集    

短期学外実習Ⅰ(海外)   １  １   ○集 集    

短期学外実習Ⅱ(海外)   １  １   ○集 集    

長期学外実習Ⅰ(海外)   ２  ２   ○集 集    

長期学外実習Ⅱ(海外)   ２  ２   ○集 集    

卒業研究 ５  ５           

海洋実習 １  １  集         

短艇実習 １  １  1.5 1.5        

船舶実習Ⅰ ３  ３  集   集      

船舶実習Ⅱ ２         集    

船舶実習Ⅲ  ５           集 

機関実務実習  １         集    

職業指導（商船）  ２         ２   ※３ 

職業指導（工業）    ２       ２   ※４ 

商船科指導法Ⅰ  ２       ２     ※３ 

商船科指導法Ⅱ  ２        ２    ※３ 

工業科指導法Ⅰ    ２     ２     ※４ 

工業科指導法Ⅱ    ２      ２    ※４ 



  

履  修  単  位 

海洋電子機械工学科 

 機関システム工学コース 卒業要件７４単位  内訳 必修科目５０単位 選択科目２４単位 

                            選択科目内訳 機関系分野から６単位 

                            その他Ａ分野から６単位 

                            分野を問わず１２単位 

  

制御システム工学コース 卒業要件７４単位  内訳 必修科目５１単位 選択科目２３単位 

                            選択科目内訳 機械系分野から４単位 

                            電子・制御系分野から６単位 

                            その他Ｂ分野から６単位 

                            分野を問わず７単位 

 

選択科目の単位は他コース，他学科及び他学部の専門科目６単位を含むことができる。なお，第１２条の適用を受

ける外国人留学生等にあっては，他学部の専門科目に振り替えることができる同学部の外国人留学生代替科目の単

位を含むことができる。ただし，他学部の専門科目で，同学部において卒業に必要な単位数に含まない授業科目を

除く。 

 

※１ 「海洋開発環境エネルギー概論」「短期学外実習Ⅱ（海外）」「長期学外実習Ⅱ（海外）」「機関実務実習」  

「職業指導（商船）」「職業指導（工業）」「商船科指導法Ⅰ」「商船科指導法Ⅱ」「工業科指導法Ⅰ」「工業科 

指導法Ⅱ」は, 卒業要件に含めない。 

※２ 他学部開講科目の「海外派遣キャリア演習Ⅰ」及び「海外派遣キャリア演習Ⅱ」は，卒業要件に含めない。 

※３ 高等学校教諭一種免許状（商船）を取得するためには,「職業指導（商船）」「商船科指導法Ⅰ」「商船科 

指導法Ⅱ」の単位を修得すること。 

※４ 高等学校教諭一種免許状（工業）を取得するためには,「職業指導（工業）」「工業科指導法Ⅰ」「工業科

指導法Ⅱ」の単位を修得すること。 

 



  

（３）流通情報工学科 

授 業 科 目 

単位数 
毎 週 授 業 時 間 数 

備  考 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必 
修 

選 
択 

前 
学 
期 

後 
学 
期 

前 
学 
期 

後 
学 
期 

前 
学 
期 

後 
学 
期 

前 
学 
期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

ロジスティクス概論 ２  ２          
物流施設計画学  ２  ２        

コンテナ輸送工学 ２   ２        

物流管理工学 ２    ２       

物流リスク工学  ２   ２       

流通最適化工学 ２     ２      

流通基盤計画学 ２     ２      

港湾環境工学  ２     ２     

データベース工学  ２    ２      

流通オペレーションズ・リサーチ  ２     ２     

作業管理工学  ２     ２     

交通計画学  ２     ２     

流通データ分析  ２      ２    

通関実務論  ２     ２     

データサイエンス  ２     ２     

基礎プログラミング演習 １   ２         
データサイエンス演習 １     ２      

応用プログラミング ２    ２       

流通情報システム ２     ２      

機械学習  ２     ２     

データ構造とアルゴリズム ２    ２       

最適化数学  ２   ２       

確率論 ２     ２      

数値解析  ２      ２    

物流経済論  ２    ２       
国際経済論 ２     ２      

交通経済論 ２    ２       

国際交通論  ２     ２     

都市交通論 ２       ２    

流通経済論 ２    ２       

流通チャネル論  ２      ２    

産業政策論 ２     ２      

産業経済論  ２     ２     

保険契約法  ２      ２    

損害賠償法  ２     ２     

マーケティング論  ２      ２    

流通情報工学ゼミナールⅠ １      ２     

流通情報工学ゼミナールⅡ １       ２    

流通情報工学実験 １     ３      

流通情報工学演習 １      ２     

卒業研究 ５           

キャリア形成論  ２   集      

学外実習  １   ○集 集    

短期学外実習Ⅰ(海外)   １   ○集 集    

短期学外実習Ⅱ(海外)   １   ○集 集    

長期学外実習Ⅰ(海外)   ２   ○集 集    

長期学外実習Ⅱ(海外)   ２   ○集 集    

職業指導（工業）   ２      ２   ※３ 

工業科指導法Ⅰ  ２     ２     ※３ 

工業科指導法Ⅱ  ２      ２    ※３ 

ラプラス・フーリエ解析  ２   ２        
複素解析  ２    ２      

通信ネットワーク  ２      ２    

衛星測位工学  ２     ２     

安全工学  ２     ２     

舶用工業実務論  ２      ２    

海洋開発環境エネルギー概論   ３     集     

履  修  単  位 

流通情報工学科 卒業要件７４単位 

         内訳 必修科目３９単位 選択科目３５単位 

選択科目の単位は他学科及び他学部の専門科目６単位を含むことができる。なお，第１２条の適用を受ける外国人

留学生等にあっては，他学部の専門科目に振り替えることができる同学部の外国人留学生代替科目の単位を含むこ

とができる。ただし，他学部の専門科目で，同学部において卒業に必要な単位数に含まない授業科目を除く 

※１ 「職業指導（工業）」「工業科指導法Ⅰ」「工業科指導法Ⅱ」「海洋開発環境エネルギー概論」は，卒業要

件に含めない。 

※２ 他学部開講科目の「海外派遣キャリア演習Ⅰ」及び「海外派遣キャリア演習Ⅱ」は，卒業要件に含めない。 

※３ 高等学校教諭一種免許状（工業）を取得するためには，「職業指導（工業）」「工業科指導法Ⅰ」「工業科

指導法Ⅱ」の単位を修得すること。 



  

（４）海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コース） 

分 野 授 業 科 目 

単 位 数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備  考 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

必 

修 

選

択

必

修 

選  

択 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

機関系 

機関システム工学入門 ２    ２         

ターボ動力工学Ⅰ ２      ２      

ターボ動力工学Ⅱ  ２      ２     

ガスタービン工学  ２       ２    

内燃機関工学Ⅰ ２      ２      

内燃機関工学Ⅱ  ２      ２     

エネルギー工学 ２       ２     

海洋流体工学   ２      ２    

原子力機関工学  ２       ２    

補助機械工学 ２      ２      

冷凍空調工学  ２      ２     

流体機械工学  ２       ２    

電気工学 ２      ２      

電気機器学  ２      ２     

電気推進基礎論  ２        ２   

機関システム管理工学  ２       ２    

機械系 

材料力学 ２     ２        

機械力学 ２      ２      

トライボロジー   ２      ２    

金属材料学 ２     ２       

環境材料学   ２    ２      

工業熱力学 ２     ２       

伝熱工学   ２    ２      

流体工学 ２     ２       

機械設計製図 ２       ３ ３    

機械加工学    ２  ２        

材料物理工学   ２     ２     

計算物理学   ２      ２    

電子・制

御系 

ロボット工学Ⅰ ２       ２      

ロボット工学Ⅱ   ２      ２    

水中機器学   ２       ２   

ソフトウェア工学   ２     ２     

制御工学Ⅰ ２      ２      

制御工学Ⅱ   ２     ２     

応用制御工学   ２      ２    

基礎電子工学 ２     ２       

半導体工学    ２     ２     

電子回路論    ２      ２    

振動と波動   ２    ２      

計測工学   ２     ２     

化学エネルギー変換工学   ２      ２    

その他Ａ 

船舶工学Ⅰ  ２    ２        

船舶工学Ⅱ  ２     ２      

船舶医学  ２        ２   

機関英語Ⅰ  ２      ２     

機関英語Ⅱ  ２       ２    

海事法概論  ２        ２   

国際法  ２       ２    

海運経営論  ２      ２     

海運実務論   ２      ２    

 
信号情報処理   ２     ２      

信頼性工学   ２     ２     



  

 

その他Ｂ 

ラプラス・フーリエ解析   ２   ２        

確率論   ２    ２      

最適化数学   ２   ２       

複素解析   ２    ２      

データ構造とアルゴリズム   ２   ２       

機械学習   ２     ２     

数値解析   ２      ２    

舶用工業実務論   ２      ２    

海洋開発環境エネルギー概論    ３     集     

実験・実

習等 

電子機械工学実習 ２     ３ ３       

電子機械工学実験 ２       ３ ３    

材料・機械力学演習 １       ２     

熱流体工学演習 １        ２    

船舶実験（汐路丸） １         集   

電子機械工学ゼミナール １        ２    

キャリア形成論   ２   集      

学外実習   １   ○集 集    

短期学外実習Ⅰ(海外)    １   ○集 集    

短期学外実習Ⅱ(海外)    １   ○集 集    

長期学外実習Ⅰ(海外)    ２   ○集 集    

長期学外実習Ⅱ(海外)    ２   ○集 集    

卒業研究 ５            

海洋実習 １   集         

短艇実習 １   1.5 1.5        

船舶実習Ⅰ ３   集   集      

船舶実習Ⅱ ２        集    

船舶実習Ⅲ   ５         集 

機関実務実習  １        集    

職業指導（商船） ２         ２    

商船科指導法Ⅰ ２       ２     

商船科指導法Ⅱ ２        ２    

 

 

 

教育の基

礎的理解

に関する

科目等 

 

 

 

 

 

現代教師論 ２    ２         

教育原理 ２     ２       

教育心理学 ２     ２       

特別教育支援概論 １      １      

教育行政学  ２     集      
１科目選択 

比較教育制度論  ２     集      

教育方法学 ２      ２       

教育相談 ２       集     

教育課程論 １       １     

生徒・進路指導 ２       ２     

特別活動及び総合的な探究の 

時間の指導法 

２        集    

教育実践演習（高等学校） ２         集 

教育実習事前事後指導 １         集 

教育実習 ２         集 

履  修  単  位 

海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コース） 

 卒業要件１０１単位  内訳 必修科目７５単位 選択必修科目１６単位 選択科目１０単位 

                選択必修科目内訳  機関系分野の選択必修科目から８単位 

                           その他Ａ分野の選択必修科目から６単位 

                         「教育行政学」「比較教育制度論」から１科目（２単位） 

                選択科目内訳    分野を問わず１０単位 

               （選択必修において修得した単位数が選択必修の卒業要件単位数を超える場合，

超過した単位数は選択科目に含めることができる。） 

 

選択科目の単位は他コース，他学科及び他学部の専門科目６単位を含むことができる。なお，第１２条の適用を 

受ける外国人留学生等にあっては，他学部の専門科目に振り替えることができる同学部の外国人留学生代替科目 

の単位を含むことができる。ただし，他学部の専門科目で，同学部において卒業に必要な単位数に含まない授業 

科目を除く。 

 
※１ 「海洋開発環境エネルギー概論」「短期学外実習Ⅱ（海外）」「長期学外実習Ⅱ（海外）」「機関実務実習」 

は, 卒業要件に含めない。 

※２ 他学部開講科目の「海外派遣キャリア演習Ⅰ」及び「海外派遣キャリア演習Ⅱ」は，卒業要件に含めない。 

 



  

（別表２） 

   １．教員免許状の授与資格を得るために履修すべき教科及び教職に関する授業科目及び単位数等 

（１）教育の基礎的理解に関する科目等及び文部科学省令で定める科目 

区分 
免許 

教科 
授 業 科 目 

単 

位 

数 

毎 週 授 業 時 間 数 

備  考 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

教育 

の基 

礎的 

理解 

に関 

する 

科目 

等 

共通 

現代教師論 ２  ２         

教育原理 ２   ２       

教育心理学 ２   ２       

特別支援教育概論 １    集      

教育行政学 ２    集      
教職選択必修注１ 

比較教育制度論 ２    集      

教育方法学 ２    ２       

教育相談 ２     集     

生徒・進路指導 ２     ２     

教育課程論 １     集     

特別活動及び総合的な探究の

時間の指導法 
２      集 

   

教職実践演習（高等学校） ２       集 

教育実習事前事後指導 １       集 

教育実習 ２       集 

文部

科学

省令

で定

める

科目 

共通 

情報リテラシー ２ 

毎週の授業時間数については、別表１の総合科目のとおり 

日本国憲法 ２ 

スポーツⅠ １ 

スポーツⅡ １ 

Basic EnglishⅠ １ 

Basic EnglishⅡ １ 

Practical EnglishⅠ １ 

Practical EnglishⅡ １ 

 

注１ 「教育行政学」「比較教育制度論」から１科目選択必修 

注２  第１２条の適用を受ける外国人留学生等が，「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」「Practical EnglishⅠ・Ⅱ」の何れかの単位修得に代えて，別に定める 

外国人留学生等に特例として開設する授業科目の単位を修得した場合には，第２２条に規定する教員の免許状授与の所要資格を取得することはできない。 



  

 ２ 教科及び教科の指導法に関する科目 

（１）商船 

以下の表の中から３６単位以上修得すること。 

海事システム工学科 

海洋電子機械工学科 

機関システム工学コース 

（商船教員養成コースを含む） 

備  考 

商船科指導法Ⅰ ※ 商船科指導法Ⅰ ※  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位数及び毎週授業時間数は， 

（別表１）３のとおり 

商船科指導法Ⅱ ※ 商船科指導法Ⅱ ※ 

機関システム工学概論 ※ 機関システム工学入門 ※ 

職業指導（商船）※ 職業指導（商船）※ 

大気環境学 ターボ動力工学Ⅰ 

抵抗推進論 ターボ動力工学Ⅱ 

航海システムⅠ ガスタービン工学 

運航管理 内燃機関工学Ⅰ 

保険契約法 内燃機関工学Ⅱ 

海上危機管理論 エネルギー工学 

海洋環境学 原子力機関工学 

国際法 補助機械工学 

船舶運航論 冷凍空調工学 

組織管理論 流体機械工学 

計測工学Ⅱ 電気工学 

船体構造論 電気機器学 

航海システムⅡ 電気推進基礎論 

航海システムⅢ 機関システム管理工学 

マリナーズファクターと安全運航 船舶工学Ⅰ 

海事システム工学ゼミナールⅠ 船舶工学Ⅱ 

船舶実験Ⅱ（汐路丸）  船舶医学 

海洋実習 機関英語Ⅰ 

短艇実習 機関英語Ⅱ 

船舶実験Ⅰ（汐路丸） 海事法概論 

航海英語Ⅰ 国際法 

航海英語Ⅱ 海運経営論 

海事法規 材料・機械力学演習 

船舶医学 熱流体工学演習 

国際海事訓練セミナー 船舶実験（汐路丸） 

 電子機械工学ゼミナール 

海洋実習 

短艇実習 

機関実務実習 

 

※のついた４科目（８単位）

は全て修得する必要がある。 



  

 （２）工業 

 以下の表から３６単位以上修得すること。 

海事システム工学科 
海洋電子機械工学科 

制御システム工学コース 
流通情報工学科 備  考 

工業科指導法Ⅰ ※ 工業科指導法Ⅰ ※ 工業科指導法Ⅰ ※  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位数及び毎週授業時間数は，

（別表１）３のとおり 

計算機科学のみ（別表１）２を

参照すること 

工業科指導法Ⅱ ※ 工業科指導法Ⅱ ※ 工業科指導法Ⅱ ※ 

計算機科学 ※ 計算機科学 ※ 計算機科学 ※ 

職業指導（工業）※ 職業指導（工業） ※ 職業指導（工業）※ 

海事システム工学概論 海洋流体工学 物流施設計画学 

電気工学 材料力学 コンテナ輸送工学 

船舶基礎力学 機械力学 物流管理工学 

電子通信工学 トライボロジー 物流リスク工学 

信号情報処理 金属材料学 流通最適化工学 

安全工学 環境材料学 流通基盤計画学 

信頼性工学 工業熱力学 港湾環境工学 

海事情報処理 伝熱工学 データベース工学 

浮体運動論 流体工学 流通オペレーションズ・リサーチ 

制御工学 機械設計製図 作業管理工学 

海事システム工学実験演習Ⅰ 機械加工学  交通計画学 

海事システム工学実験演習Ⅱ 材料物理工学 流通データ分析 

海事システム工学実験演習Ⅲ 計算物理学 データサイエンス 

海事システム工学実験演習Ⅳ ロボット工学Ⅰ 基礎プログラミング演習 

Topics in Maritime Linguistics ロボット工学Ⅱ データサイエンス演習 

海事システム工学実験演習Ⅴ 水中機器学 応用プログラミング 

アルゴリズム ソフトウェア工学 流通情報システム 

計測工学Ⅰ 制御工学Ⅰ 機械学習 

通信ネットワーク 制御工学Ⅱ データ構造とアルゴリズム 

ラプラス・フーリエ解析 応用制御工学 流通情報工学ゼミナールⅠ 

最適化数学 基礎電子工学 流通情報工学ゼミナールⅡ 

確率論 制御システム工学演習 流通情報工学実験 

振動と波動 半導体工学 流通情報工学演習 

複素解析 電子回路論  通信ネットワーク 

数値解析 振動と波動 衛星測位工学 

 計測工学 

化学エネルギー変換工学 

信号情報処理 

信頼性工学 

データ構造とアルゴリズム 

機械学習 

電子機械工学実習 

電子機械工学実験 

ラプラス・フーリエ解析 

確率論 

最適化数学 

複素解析 

数値解析 

安全工学 

最適化数学 

確率論 

数値解析 

ラプラス・フーリエ解析 

複素解析 

 

 

 

※のついた４科

目（８単位）は全

て修得する必要

がある。 



  

（別表３） 

   船舶職員養成施設の修了資格を得るために履修すべき授業科目 

（１）海事システム工学科 

養成施設の種類 三級海技士（航海）第一種養成施設 

必修履修科目の区分 
毎週授業時間数 

備考 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

授業科目 

単

位

数 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

基礎教育科目 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）２ 基礎教育科目のとおり 

船舶実習Ⅰ，船舶実習Ⅱ及び

船舶実習Ⅲについては，独立

行政法人海技教育機構にお

いて実施する。 

学部共通科目 

 航海システム概論 

専門科目 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（１）海事システム工学科のと
おり 

 電気工学 

 船舶基礎力学 

 電子通信工学 

 大気環境学 

 抵抗推進論 

 計測工学Ⅰ 

 航海システムⅠ 

 運航管理 

 船体管理 

 海洋環境学 

 国際法 

 船舶運航論 

 輸送管理 

 海商法 

 組織管理論 

 船体構造論 

 浮体運動論 

 航海システムⅡ 

 航海システムⅢ 

 制御工学 

 マリナーズファクターと安全運航 

 機関システム工学概論 

海事システム工学実験演習Ⅰ 

海事システム工学実験演習Ⅱ 

海事システム工学実験演習Ⅲ 

船舶実験Ⅱ（汐路丸） 

 海洋実習 

 船舶実習Ⅰ 

 海事法規 

 船舶医学 

 船舶実習Ⅱ 

 船舶実習Ⅲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

（２）海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コースを含む。） 

養成施設の種類 三級海技士（機関）第一種養成施設 

必修履修科目の区分 
毎週授業時間数 

備考 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

授業科目 
単 

位 

数 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

専門科目 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（２）海洋電子機械工学科（商船
教員養成コース以外）及び（４）海洋電子機械工学科工学科機関システム工学
コース（商船教員養成コース）のとおり 

船舶実習Ⅰ，船舶実習Ⅱ及
び船舶実習Ⅲについては，
独立行政法人海技教育機
構において実施する。 

 ターボ動力工学Ⅰ 
 ターボ動力工学Ⅱ 
 内燃機関工学Ⅰ 

 内燃機関工学Ⅱ 
 補助機械工学 
 電気工学 

 電気機器学 
 材料力学 
 金属材料学 

 工業熱力学 
 流体工学 
 機械設計製図 

 制御工学Ⅰ 
 基礎電子工学 
 船舶工学Ⅰ 

 船舶工学Ⅱ 
 船舶医学 
 海事法概論 

 電子機械工学実験 
 船舶実験（汐路丸） 
 海洋実習 

 短艇実習 
 船舶実習Ⅰ 
 船舶実習Ⅱ 

 船舶実習Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（別表４） 

   海技免許講習の課程の修了資格を得るために履修すべき授業科目 

（１）海事システム工学科 

授業科目 

単 

位 

数 

海技免許講習の課程の種類 

レーダー観測者 
講習 

レーダー・自動衝
突予防援助装置
（ＡＲＰＡ）シミ
ュレータ講習 

救命講習 消火講習 
上級航海 
英語講習 

海事システム工学実験演習Ⅲ ２ ◎ ◎ ◎ ◎  

海事システム工学実験演習Ⅳ ２ ◎ ◎ ◎ ◎  

海事システム工学実験演習Ⅴ ４ ◎ ◎ ◎ ◎  

海洋実習 １   ◎   

船舶実験Ⅱ（汐路丸） ２   ◎ ◎  

短艇実習 １   ◎   

船舶実験Ⅰ（汐路丸） １   ◎   

航海英語Ⅰ ２     ◎ 

航海英語Ⅱ ２     ◎ 

Practical EnglishⅠ １     ◎ 

Practical EnglishⅡ １     ◎ 

注１ ◎印は，海技免許講習の課程の種類ごとに履修しなければならない授業科目を表す。 

注２ 第１２条の適用を受ける外国人留学生等が，「Practical EnglishⅠ」「Practical EnglishⅡ」の単位修得に代えて，別に定める外国人留学生等

に特例として開設する授業科目の単位を修得した場合には，第２４条に規定する海技免許講習の課程の修了資格を取得することはできない。 

 

（２）海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コースを含む。） 

授業科目 

単 

位 

数 

海技免許講習の課程の種類 

機関救命講習 消火講習 
上級機関 

英語講習 

船舶実験（汐路丸） １ ◎ ◎  

機関実務実習 １ ◎ ◎  

船舶医学 ２ ◎   

海洋実習 １ ◎   

短艇実習 １ ◎   

機関英語Ⅰ ２   ◎ 

機関英語Ⅱ ２   ◎ 

Practical EnglishⅠ １   ◎ 

注１ ◎印は，海技免許講習の課程の種類ごとに履修しなければならない授業科目を表す。 

注２ 第１２条の適用を受ける外国人留学生等が，「Practical EnglishⅠ」の単位修得に代えて，別に定める外国人留学生等に特例として開設する授

業科目の単位を修得した場合には，第２４条に規定する海技免許講習の課程の修了資格を取得することはできない。 

 

（別表５） 削除 

（別表６） 

   第一級海上特殊無線技士の資格を得るために履修すべき授業科目 

海事システム工学科 

必修履修科目の区分 
毎週授業時間数 

備考 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

授業科目 

単 
位 
数 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後 

学 

期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

総合科目 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）１ 総合科目のとおり 

 

 外国語系 

 Practical EnglishⅠ 

専門科目 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（１）海事システム工学科のとおり 

 

 電子通信工学  

 海事システム工学実験演習Ⅱ 

 海事システム工学実験演習Ⅲ 

海事システム工学実験演習Ⅳ 

海事システム工学実験演習Ⅴ 

 船舶実験Ⅱ（汐路丸） 

 短艇実習 

 船舶実験Ⅰ（汐路丸） 

 海上無線法規 

 航海英語Ⅰ 

 航海英語Ⅱ 

注 第１２条の適用を受ける外国人留学生等が，「Practical EnglishⅠ」の単位修得に代えて，別に定める外国人留学生等に特例として開設する授業

科目の単位を修得した場合には，第２６条に規定する第一級海上特殊無線技士の資格を取得することはできない。 



  

（別表７）削除 

  
（別表８） 

   グローバル・リーダーシップ・イニシアティブ（GLI）認定コースの修了資格を得るために履修すべき授業科目 

授業科目 単位数 

毎週授業時間数 

備考 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

前 
学 

期 

後 
学 

期 

前 
学 

期 

後 
学 

期 

前 
学 

期 

後 
学 

期 

前 
学 

期 

後 
学 

期 

必修科目 
（１）共通科目 

 

海洋工学概論  単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）１ 総合科目のとおり  

（２）学科科目  

 海事システム工学科  

短艇実習 
単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（１）海事システム工学科のとおり 

 
 船舶実験Ⅰ（汐路丸） 

 海洋電子機械工学科  

短艇実習 単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（２）海洋電子機械工学科（商船教員養成コース以外）及

び（４）海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コース）のとおり 

 
 船舶実習Ⅰ 

 流通情報工学科  

流通情報工学演習 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（３）流通情報工学科のとおり 

 
 学外実習 

 短期学外実習（海外） 

 長期学外実習（海外） 

 短期学外実習Ⅰ（海外） 

 短期学外実習Ⅱ（海外） 

 長期学外実習Ⅰ（海外） 

 長期学外実習Ⅱ（海外） 

選択科目 
（１）英語科目 

 

Intensive EnglishⅠ 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）１ 総合科目のとおり 

 
Intensive EnglishⅡ 

Interactive EnglishⅠ 

Interactive EnglishⅡ 

Interactive EnglishⅢ 

Interactive EnglishⅣ 

Effective EnglishⅠ 

Effective EnglishⅡ 

（２）全学科共通科目  

 文化人類学 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）１ 総合科目，２ 基礎教育科目，３専門科目（１）海事シ

ステム工学科，（２）海洋電子機械工学科（商船教員養成コース以外），（３）流通情報工学科及び（４）

海洋電子機械工学科機関システム工学コース（商船教員養成コース）のとおり 

 
 民族誌 

 歴史学 

 哲学 

 論理学 

 科学論 

 国際政治学 

基礎ゼミナール 

 大気環境学 

 国際法 

 海運実務論 

 エネルギー工学 

 港湾環境工学 

 国際交通論 

 キャリア形成論 

 海洋開発環境エネルギー概論 

 学外実習 

 短期学外実習（海外） 

 長期学外実習（海外） 

 短期学外実習Ⅰ（海外） 

 短期学外実習Ⅱ（海外） 

 長期学外実習Ⅰ（海外） 

 長期学外実習Ⅱ（海外） 

履修単位  １．※のうち１科目以上の単位を修得すること。 



  

２．英語科目については，表中１科目以上の単位を修得すること。 

３．全学科共通科目ついては，表中８科目以上の単位を修得すること。 

４．全学科共通科目のうち必修科目に同名科目がある科目については，必修科目または選択科目のいずれか

でしか認定されない。 

 
（別表９） 

   電子海図情報表示装置（ECDIS）講習の課程の修了資格を得るために履修すべき授業科目 

海事システム工学科 

必修履修科目の区分 
毎週授業時間数 

備考 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

授業科目 
単位

数 

前 
学 
期 

後 
学 
期 

前 
学 
期 

後 
学 
期 

前 
学 
期 

後 
学 
期 

前 

学 

期 

後学期 

Ⅰ Ⅱ 

専門科目 

単位数及び毎週授業時間数は，（別表１）３（１）海事システム工学科のとおり 

 

 船舶実験Ⅱ（汐路丸） 

 海事システム工学実験演習Ⅴ 

 


